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「あなたがたは，わたしが……旅
たび

人
びと

で
あったときに宿

やど

を貸
か

し〔てくれた〕。」
（マタイ25：35）

ブリジットの家
か

族
ぞく

の車
くるま

がベネズエラ
のカラカスの細

ほそ

い通
とお

りを走
はし

りぬけ
ているとき，ブリジットは車

くるま

のまどから
外
そと

をながめました。そこには明
あか

るい色
いろ

の
家
いえ

々
いえ

や，緑
みどり

色
いろ

の大
おお

きな山
やま

々
やま

がありました。
そこは美

うつく

しいところでした。お母
かあ

さんと
お父

とう

さんは，ここでの生
せい

活
かつ

は新
あたら

しいぼう
けんになると言

い

いました。
けれども，ブリジットはまだ不

ふ

安
あん

でし
た。その日

ひ

は，新
あたら

しい国
くに

の教
きょう

会
かい

に初
はじ

めて

女
おんな

の子
こ

たちはただかたをすく
めて，ますます明

あか

るくほほえみまし
た。一

ひと

人
り

の子
こ

が自
じ

分
ぶん

を指
さ

して「ダイア
ナ」と言

い

いました。それからもう一
ひと

人
り

の
子
こ

を指
さ

して「アンドレア」と言
い

いました。
ブリジットの不

ふ

安
あん

は消
き

えていきまし
た。ブリジットは二

ふた

人
り

に笑
え

顔
がお

を見
み

せて，
自
じ

分
ぶん

を指
さ

しました。「ブリジット。」
ダイアナとアンドレアはブリジットの

となりにすわりました。二
ふた

人
り

は「聖
せい

典
てん

」の
スペイン語

ご

での言
い

い方と，ほかのいくつ
かの言

こと

葉
ば

を教
おし

えてくれました。聖
せい

餐
さん

会
かい

が
始
はじ

まったとき，ブリジットは心
こころ

に温
あたた

かい
気
き

持
も

ちと安
やす

らぎを感
かん

じていました。
初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の後
あと

，ブリジットと新
あたら

しい
二
ふた

人
り

の友
とも

達
だち

は，自
じ

分
ぶん

たちの親
おや

が話
はな

してい
る間
あいだ

，教
きょう

会
かい

の外
そと

の芝
しば

生
ふ

にすわっていまし
た。ダイアナとアンドレアは，ブリジット
にスペイン語

ご

の言
こと

葉
ば

をさらにいくつか教
おし

えてくれました。それからダイアナは木
き

エイミー・ジェーン・レビット
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました）

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ュ
リ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ

ブリジットはスペイン語
ご

が分
わ

かりませんでした。 
どうやって知

し

り合
あ

いを作
つく

ればよいのでしょうか？

行
い

く日
ひ

だったのです。
お母

かあ

さんはブリジットを見
み

て，こう聞
き

きました。「ねえブリジット，大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？
あまり元

げん

気
き

がないみたいだけど。」
ブリジットは手

て

をもじもじさせました。
「わたし，こわいの。わたしはスペイン語

ご

が話
はな

せないんだもの。友
とも

達
だち

なんかできる
はずないよ。」

お母
かあ

さんはうでをのばして，ブリジッ
トの手

て

をにぎりました。「不
ふ

安
あん

よね。で
も，きっと大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

。深
しん

呼
こ

吸
きゅう

して。」
ブリジットは下

した

を向
む

いて自
じ

分
ぶん

の手
て

を見
み

ました。外
そと

はあたたかいのに，手
て

は冷
つめ

た

く感
かん

じました。車
くるま

が教
きょう

会
かい

の駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

に止
と

まったとき，ブリジットはむねの鼓
こ

動
どう

が速
はや

くなり，おなかが気
き

持
も

ち悪
わる

くなりました。
教
きょう

会
かい

はどんな感
かん

じなんだろう？ わたし
には何

なに

も理
り

解
かい

できないんじゃないかな？
礼
れい

拝
はい

堂
どう

に入
はい

るとき，ブリジットはよそ
からやって来

き

た旅
たび

人
びと

のような気
き

持
も

ちでし
た。ほかの家

か

族
ぞく

を見
み

回
まわ

すと，みんなスペ
イン語

ご

を話
はな

していました。それからブリ
ジットは，自

じ

分
ぶん

と同
おな

じくらいの年
とし

に見
み

え
る二

ふた

人
り

の女
おんな

の子
こ

を見
み

ました。
二
ふた

人
り

はブリジットを見
み

ると，すぐにか
けよってきました。二

ふた

人
り

は大
おお

きな笑
え

みを

うかべ，うれしそうな声
こえ

で早
はや

口
くち

にしゃべ
りました。

けれども，ブリジットには二
ふた

人
り

の言
い

う
ことが何

なに

も分
わ

かりません。わたしがスペ
イン語

ご

を話
はな

せないと分
わ

かったら，二
ふた

人
り

は
向
む

こうに行
い

ってしまうのかな，とブリ
ジットは思

おも

いました。
ブリジットは深

ふか

く息
いき

をすいました。
「ノー・アブロ・エスパニョール 」と言

い

っ
て，ブリジットは首

くび

をふりました。「スペ
イン語

ご

は話
はな

せないの。」ブリジットの目
め

に，なみだがあふれてきました。

を指
さ

して「イングレス〔英
えい

語
ご

で 〕？」
と聞

き

きました。
ブリジットもほほえんで木

き

を指
さ

し，
「ツリー」と言

い

いました。ブリジットは
顔
かお

をかがやかせながらほかの物
もの

を指
さ

し，
それを英

えい

語
ご

で言
い

いました。ダイアナとア
ンドレアはその英

えい

語
ご

の言
こと

葉
ば

をくり返
かえ

しま
した。それから二

ふた

人
り

は，スペイン語
ご

では
何
なん

と言
い

うのかをブリジットに教
おし

えてくれ
ました。ブリジットはリブロ（本

ほん

），カー
サ（家

いえ

），コチェ（車
くるま

）など，いろいろな
役
やく

に立
た

つ言
こと

葉
ば

を学
まな

び ました。特
とく

によ
かったのは，二

ふた

人
り

がアミーゴ（友
とも

達
だち

）と
いう言

い

い方
かた

を教
おし

えてくれたことでした。
それから間

ま

もなくして，家
いえ

に帰
かえ

る時
じ

間
かん

になりました。ブリジットはダイアナと
アンドレアにじゃあねと手

て

をふりました。
「ベネズエラの教

きょう

会
かい

の一
いち

日
にち

目
め

はどう
だった？」お父

とう

さんが聞
き

きました。
ブリジットはほほえみました。「すご

くよかった！ 友
とも

達
だち

もできて，スペイン
語
ご

を教
おし

えてくれたの！」
「それはすばらしい！ 良

い

い日
ひ

になっ
たようで，とてもうれしいよ。」

ブリジットは，ダイアナとアンドレア
がどのようにかんげいしてくれたかにつ
いて考

かんが

えました。もう，よそからやって
来
き

た旅
たび

人
びと

のような気
き

持
も

ちではありませ
ん。ブリジットは，自

じ

分
ぶん

に友
とも

達
だち

ができる
よう天

てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださったんだ
と分

わ

かりました。そしてブリ
ジットは，カラカスでのこれか
らの日

ひ

々
び

が待
ま

ちきれない気
き

持
も

ちになりました！ ●

このお話
はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

（アルボール
）

新
あ
た ら しいアミーゴたち

（友
とも

達
だち

）

（車
くるま）

（本
ほん ）

（家
いえ

）

新
あたら

しい人
ひと

をかんげいする
わたしたちはよそから来

き

た旅
たび

人
びと

のような気
き

持
も

ちになっている人
ひと

たちをかんげいするときに主
しゅ

へ
の愛

あい

をしめしているのだと，イエスは言
い

われました（マタイ 25：35，40 参
さん

照
しょう

）。新
あたら

しい人
ひと

を
かんげいするために，あなたは何

なに

ができるでしょうか？


